
【資料4】②

※他都市は公営地下鉄各社の平均（大阪メトロは除く）。他都市（東京除く）は東京都営地下鉄を除く。

【高速鉄道事業】経営比較分析表（令和3年度決算）
宮城県　仙台市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 H29 H30 R01 R02 R03

自治体職員

在籍車両数（両） 他会計負担額（千円）

88,358

　表①～③のとおり走行キロ当たりの収入・費用ともに高
い状態にあるが、本市地下鉄は、営業キロが他都市と比べ
て短く、車両走行キロも小さいことから、（キロ当たりの
収入は多くなる一方、走行キロに関わらず要する運行経費
の分、キロ当たりの費用も高くなってしまうため）指標値
から単純に効率性を比較することは困難であると思料。
　乗車効率は、他都市と比べて乗客一人当たりの乗車距離
（輸送人キロ）が小さいことが要因となり、やや低くなっ
ている。

1,291,275

144

年間輸送人員（千人）

2. 経営の効率性について

　東西線建設事業に係る企業債償還が本格化し、経営計画
期間中である令和3年度からの10年間で700億円以上を償還
するほか、開業から35年を経過した南北線においては、車
両更新をはじめとした大規模な施設設備の更新を予定して
いることから、資本的支出の増大が見込まれている。
　さらに、令和2年度以降、新型コロナウイルス感染症の
影響による減収に対応するため、特別減収対策企業債の借
入を行っているが、当該企業債の償還が令和4年度より開
始することから、資金収支は極めて厳しい見通しである。
　そのため、投資の選択と集中により建設改良費の絞り込
みを行う必要があるほか、駅業務委託の拡大や運賃水準に
ついて再検討を行う等、経営計画に掲げている取り組みを
着実に進め、引き続き経営改善に努めていく。

3.全体総括

90,893 91,683 69,601 74,982

996,498 588,153 637,322 460,616

分析欄

〇事業の状況
　本市高速鉄道事業においては、令和3年3月に策定した
「仙台市交通事業経営計画（令和3～12年度）」に基づき
経営改善に取り組んでいる。
　令和3年度は、新型コロナウイルス感染症の影響からの
乗車人員の回復により、表①経常収支比率及び表②営業収
支比率が対前年度で回復した。
　単年度損益について引き続き赤字となったことから、累
積欠損金は対前年度で増加となり、表④累積欠損金比率も
依然として高い水準にある。
　資金繰りの悪化に対して、特別減収対策企業債29億円を
起債した。表③のとおり流動比率は29.9%と低水準にはあ
るものの、東京都を除く他都市平均値は上回っている。
〇独立採算の状況
　表⑥のとおり利用者１回当たり運行経費は対前年度で
62.9円減少したが、これは前掲の乗車人員の回復による運
行効率化によるものと考えられる。
　一般会計の負担額は令和3年度で約5億円で、表⑤⑦のと
おり低い水準にあり、適切な状況である。
〇資産及び負債の状況
　表⑨のとおり、有形固定資産減価償却率は南北線施設設
備の老朽化等に伴い上昇傾向にあるが、平成27年の東西線
開業等により、他都市平均値よりは低水準となっている。

2. 経営の効率性

法適用 交通事業 高速鉄道事業

28.7 12,572

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km）

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

1. 経営の健全性について

492 有

1. 経営の健全性

○事業の状況

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 90.9 92.5 89.9 74.3 86.6

平均値 118.9 120.2 119.6 88.3 95.3

平均値

(東京都除く)
115.5 117.0 118.5 87.9 95.5
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①経常収支比率（％）

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 69.7 73.1 73.5 56.6 69.6

平均値 115.2 116.1 115.3 80.6 87.8

平均値

(東京都除く)
111.9 113.2 114.9 80.1 87.9
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②営業収支比率（％）

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 44.6 51.7 40.9 32.4 29.9

平均値 69.7 70.9 70.4 58.5 61.6

平均値

(東京都除く)
22.1 26.9 31.7 24.1 26.2
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③流動比率（％）

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 547.3 546.6 503.1 719.1 684.7

平均値 360.2 335.2 317.2 464.0 436.2

平均値

(東京都除く)
466.8 444.5 428.2 608.9 567.3

0.0
100.0
200.0
300.0
400.0
500.0
600.0
700.0
800.0

④累積欠損比率（％）

○独立採算の状況
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H29 H30 R01 R02 R03

⑤利用者１回当たり他会計負担額（円）

⑥利用者１回当たり運行経費（円）

当該値⑤ 当該値⑥

平均値⑤ 平均値（東京都除く）⑤

平均値⑥ 平均値（東京都除く）⑥

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 4.9 3.9 2.3 2.6 2.1

平均値 6.6 5.8 4.9 4.6 4.2

平均値

(東京都除く)
8.0 7.1 6.0 5.5 5.2
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⑦他会計負担比率（％）

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 876.4 831.8 798.3 1071.7 963.1

平均値 601.0 565.0 540.0 762.3 696.7

平均値

(東京都除く)
813.6 773.4 747.4 1040.8 939.1
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⑧企業債残高対料金収入比率（％）

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 43.3 45.6 43.1 45.5 47.3

平均値 50.0 51.1 51.7 52.3 53.3

平均値

(東京都除く)
50.5 51.7 52.3 53.2 54.3
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⑨有形固定資産減価償却率（％）

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 1,885 1,864 1,791 1,471 1,489

平均値 1,443 1,435 1,433 1,038 1,096

平均値

(東京都除く)
1,494 1,477 1,452 1,085 1,150
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①走行キロ当たり収入（円）

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 2,074 2,015 1,993 1,981 1,719

平均値 1,213 1,194 1,198 1,176 1,150

平均値

(東京都除く)
1,293 1,262 1,225 1,234 1,204
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②走行キロ当たり運輸原価（円）

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 322 301 297 311 289

平均値 286 280 290 284 280

平均値

(東京都除く)
283 276 282 282 275
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③走行キロ当たり人件費（円）

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 29.2 30.0 30.1 23.4 24.7

平均値 39.1 39.8 40.2 28.0 29.9

平均値

(東京都除く)
35.0 35.4 35.2 25.3 27.7
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45.0 ④乗車効率（％）

当該団体値（当該値）

他都市平均値（平均値）

他都市（東京除く）平均値

目標値

当該団体値（当該値）

他都市平均値（平均値）

他都市（東京除く）平均値

H29 H30 R01 R02 R03
当該値⑤ 14.6 11.0 6.4 9.2 6.1
平均値⑤ 10.8 9.2 7.8 10.3 8.7
平均値（東京都除く）⑤ 15.1 12.7 10.5 13.9 11.7
当該値⑥ 295.8 279.5 274.4 351.1 288.2
平均値⑥ 164.3 159.0 157.8 226.3 206.5
平均値（東京都除く）⑥ 188.1 180.6 175.5 250.9 223.6

○資産及び負債の状況 当該団体値（当該値）

他都市平均値（平均値）

他都市（東京除く）平均値

当該団体値（当該値）

他都市平均値（平均値）

他都市（東京除く）平均値


